
Title Werner Hechberger, Staufer und Welfen 1125-1190 ; Zur Verwendung von Theoriren in der
Geschichtswissenschaft, Böhlau,Köln, 1996, xi+470 S

Author(s) 松下, 真之

Citation 西洋史論集, 1, 68-76

Issue Date 1998-07-30

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/37419

Type departmental bulletin paper

File Information 1_68-76.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



西洋史論集
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真
　
之

　
中
世
中
期
の
ド
イ
ツ
国
制
史
研
究
に
つ
い
て
、
エ
！
ゴ
ソ
・
ボ
：
シ
ョ
フ
は
従

来
の
支
配
的
な
見
解
を
「
十
二
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
の
始
ま
り
に
お
け
る
ド
イ
ツ

の
政
治
史
と
こ
の
時
代
の
帝
国
国
制
の
発
展
は
、
帝
国
の
二
つ
の
指
導
的
な
名
門

貴
族
で
あ
る
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
：
と
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
の
闘
争
の
経
過
に
よ
っ
て
本
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

的
な
部
分
を
決
め
ら
れ
た
」
と
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の
見
解
は
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
：
」

を
ザ
ク
セ
ン
朝
と
ザ
ー
リ
ア
ー
朝
に
続
く
正
統
な
王
朝
と
見
な
し
、
　
「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ

ソ
」
を
常
に
王
家
に
敵
対
す
る
者
と
み
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
枠
組
み
に
お

い
て
は
、
ズ
ッ
プ
リ
ソ
ゲ
ソ
ブ
ル
ク
の
国
王
ロ
タ
ー
ル
三
世
（
位
三
二
五
～
一

一
三
七
）
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
獅
子
公
の
三
男
の
オ
ッ
ト
ー
四
世
（
位
一
一
九
八
～
一

二
一
八
）
は
正
統
な
王
権
に
対
す
る
対
立
王
権
と
位
置
付
け
ら
れ
、
更
に
「
ヴ
ェ

ル
フ
ェ
ソ
」
は
平
穏
時
に
お
い
て
も
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
i
」
王
家
の
潜
在
的
な
敵

　
　
　
　
　
　
　
ほ
ヨ
　

対
者
と
見
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
九
六
九
年
中
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
・
シ
ュ

マ
ー
レ
は
、
ロ
タ
ー
ル
三
世
の
政
策
を
積
極
的
に
評
価
し
よ
う
と
す
る
論
文
に
お

い
て
、
従
来
の
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
」
的
立
場
か
ら
の
ロ
タ
：
ル
三
世
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

見
解
に
批
判
を
行
っ
た
。
ま
た
一
九
六
〇
年
代
の
終
り
頃
か
ら
、
カ
ー
ル
・
シ
ュ

ミ
ッ
ト
、
オ
デ
ィ
ロ
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
、
オ
ッ
ト
ー
・
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
エ
ク
ス
レ
を

は
じ
め
と
す
る
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
」
と
「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
」
の
家
門
史
研
究
の

進
展
に
よ
っ
て
、
十
二
世
紀
の
段
階
で
は
、
こ
れ
ら
の
貴
族
の
家
門
が
は
っ
き
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

と
形
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
か
か
る
枠
組
み
自
体
を

見
直
す
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
流
れ
の
中
で
、

著
者
へ
：
ヒ
ベ
ル
ガ
ー
は
本
書
に
お
い
て
、
近
年
の
人
物
史
研
究
や
家
門
史
研
究

の
成
果
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
枠
組
み
と

は
異
な
る
新
た
な
枠
組
み
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　
本
書
の
章
立
て
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

第第第
コと　も　だ早．早．早・

第
四
章

第
五
三

二
六
章

第
七
章

第
八
章

第
九
章

序
文
主
題
と
研
究
方
法

コ
ソ
ラ
：
ト
三
世
の
統
治
期
に
お
け
る
ヴ
ェ
ル
フ
早
世
の
問
題
と
解
決

の
試
み

学
問
的
理
解
の
諸
基
礎

ヴ
ェ
ル
フ
童
言
に
つ
い
て
の
問
題
、
原
因

一
一
二
五
年
と
＝
九
〇
年
の
間
の
時
代
に
お
け
る
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー

と
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
、
同
時
代
人
の
視
点

ヴ
ェ
ル
フ
六
世
に
つ
い
て
の
問
題
、
解
明
へ
の
提
案

一
一
二
五
年
と
一
一
九
〇
年
の
間
の
時
期
に
お
け
る
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
：

と
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
、
歴
史
家
の
視
点

結
び
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介紹

　
第
一
章
と
第
二
章
は
次
の
よ
う
な
問
題
提
起
を
行
っ
て
い
る
。
歴
史
学
に
お
い

て
史
料
の
解
釈
の
際
に
何
ら
か
の
枠
組
み
が
用
い
ら
れ
る
が
、
そ
の
時
に
適
切
で

な
い
、
も
し
く
は
時
代
錯
誤
の
枠
組
み
が
用
い
ら
れ
た
な
ら
ば
、
誤
っ
た
理
解
が

も
た
ら
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
歴
史
学
研
究
に
お
い
て
、
用
い
ら
れ
る
枠
組
み
に
対

し
て
検
討
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
。
著
者
は
、
そ
の
議
論
の
出
発
点
と
し

て
国
王
コ
ソ
ラ
ー
ト
三
世
の
統
治
期
（
二
三
八
～
一
一
五
二
）
の
ヴ
ェ
ル
フ
六

器
と
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ソ
大
公
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世
の
政
策
に
つ
い
て
の
問
題
を
取

り
上
げ
て
い
る
。
第
三
章
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
従
来
の
研
究
の
問
題
点
を
指

摘
し
て
い
る
。
第
四
章
は
従
来
の
研
究
で
欠
如
し
て
い
る
歴
史
学
研
究
に
用
い
る

枠
組
み
の
検
討
の
重
要
性
を
述
べ
て
い
る
。
第
五
章
は
、
ヴ
ェ
ル
フ
六
畜
と
フ
リ
ー

ド
リ
ヒ
三
世
の
問
題
に
つ
い
て
従
来
の
研
究
が
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
」
と
「
ヴ
ェ

ル
フ
ェ
ソ
」
の
対
立
の
枠
組
み
を
前
提
に
し
て
史
料
解
釈
を
行
っ
て
き
た
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。
そ
こ
で
第
六
章
は
、
家
門
史
研
究
の
成
果
を
用
い
て
、
十
二
世

紀
の
段
階
で
は
家
門
意
識
が
は
っ
き
り
と
形
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し

て
二
つ
の
家
門
の
対
立
が
同
時
代
人
の
特
殊
な
意
識
で
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
、
対

立
の
枠
組
み
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
。
そ
の
上
で
第
七
章
は
、
ヴ
ェ
ル
フ
六
世
と

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
三
世
の
問
題
に
つ
い
て
新
た
な
枠
組
み
で
と
ら
え
直
し
て
い
る
。

第
八
章
は
、
こ
の
こ
と
が
従
来
こ
の
対
立
の
枠
組
み
で
と
ら
え
て
き
た
十
二
世
紀

の
｝
連
の
政
治
的
事
象
、
そ
し
て
十
二
世
紀
の
個
々
の
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
i
」
と

「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
」
の
関
係
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
か
を
、
こ
の
枠
組
み
を
外

し
た
、
新
た
な
枠
組
み
で
と
ら
え
直
そ
う
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
紹
介
で
は
、
歴
史
学
研
究
に
お
け
る
枠
組
み
の
設
定
意
義
の
問
題
に
は
触

れ
ず
、
ヴ
ェ
ル
フ
六
会
の
問
題
を
中
心
と
し
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
　
（
一
）

で
は
予
備
知
識
と
し
て
、
著
者
の
理
解
に
そ
っ
て
ザ
ー
リ
ア
ー
朝
の
断
絶
後
か
ら

国
王
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
の
選
出
ま
で
の
経
過
を
概
説
的
に
記
述
す

る
。
　
（
二
）
で
は
、
著
者
は
ヴ
ェ
ル
フ
虚
血
の
問
題
を
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
：
」
と

「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
」
の
対
立
の
枠
組
み
で
見
る
べ
き
で
な
い
と
述
べ
て
い
る
が
、

そ
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
第
六
章
の
同
時
代
人
に
よ
る
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
」
と

「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
」
の
家
門
意
識
と
そ
の
対
立
の
見
解
を
、
著
者
の
理
解
に
従
っ

て
ま
と
め
る
。
　
（
三
）
で
は
コ
ソ
ラ
ー
ト
三
世
統
治
期
の
ヴ
ェ
ル
フ
六
世
に
よ
る

バ
イ
エ
ル
ン
大
公
領
の
要
求
に
つ
い
て
、
従
来
の
見
解
に
対
す
る
著
者
の
新
た
な

見
解
を
提
示
し
、
第
八
章
で
著
者
が
新
た
に
と
ら
え
直
そ
う
と
し
て
い
る
十
二
世

紀
像
の
中
か
ら
一
つ
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

十
二
世
紀
の
ド
イ
ツ
史
概
説

　
一
一
二
五
年
に
国
王
ハ
イ
ン
リ
ヒ
警
世
（
位
一
一
〇
六
～
一
一
二
五
）
が
死
去

し
た
が
、
彼
に
は
子
供
が
な
く
、
帝
国
権
標
と
「
ザ
ー
リ
ア
：
」
の
遺
領
は
、
彼

が
後
継
者
に
指
名
し
た
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
」
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ソ
大
公
フ
リ
ー

ド
リ
ヒ
ニ
世
の
手
に
渡
さ
れ
た
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
は
国
王
に
選
出
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
が
、
そ
の
後
行
な
わ
れ
た
選
挙
で
は
ズ
ッ
プ
リ
ン
ゲ
ソ
ブ
ル
ク
の

ロ
タ
ー
ル
が
選
ば
れ
た
。
国
王
ロ
タ
ー
ル
三
世
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
に
対
し
て

「
ザ
ー
リ
ア
i
」
の
遺
領
に
含
ま
れ
て
い
た
丹
心
の
返
還
を
要
求
し
た
が
、
フ
リ
ー

ド
リ
ヒ
ニ
世
は
こ
れ
を
拒
否
し
、
弟
の
コ
ソ
ラ
：
ト
を
対
立
国
王
に
立
て
、
ロ
タ
ー

ル
三
世
と
争
っ
た
。
こ
の
と
き
「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
」
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
黒
公
は
フ
リ
ー

ド
リ
ヒ
ニ
世
の
舅
で
あ
っ
た
が
、
ザ
ク
セ
ン
の
貴
族
と
し
て
の
立
場
か
ら
一
重
ー

一69一
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ル
三
世
の
側
に
つ
き
、
さ
ら
に
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
蟻
蚕
は
息
子
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
傲
岸

公
と
ロ
タ
ー
ル
三
世
の
一
人
娘
ゲ
ル
ト
ル
ー
ト
の
婚
姻
に
よ
っ
て
そ
の
関
係
を
強

め
た
。
そ
し
て
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ニ
世
と
コ
ソ
ラ
イ
ト
は
ロ
タ
：
ル
三
世
と
戦
う
が
、

都
市
シ
ュ
パ
イ
ヤ
：
と
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
を
攻
略
さ
れ
、
最
終
的
に
一
＝
二
五
年

に
降
伏
し
た
。
＝
三
七
年
に
ロ
タ
ー
ル
三
世
が
死
去
し
た
と
き
、
そ
の
娘
婿
の

ハ
イ
ン
リ
ヒ
傲
岸
公
は
、
ロ
タ
ー
ル
三
世
の
後
継
者
と
し
て
国
王
選
出
を
期
待
す

る
が
、
選
挙
で
選
ば
れ
た
の
は
前
述
の
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
」
の
コ
ソ
ラ
ー
ト
で

あ
っ
た
Q
国
王
と
な
っ
た
コ
ソ
ラ
ー
ト
三
世
（
位
＝
三
八
～
＝
五
二
）
は
傲

岸
公
に
ザ
ク
セ
ン
と
バ
イ
エ
ル
ン
の
ど
ち
ら
か
の
大
公
領
の
返
還
を
も
と
め
た
が
、

そ
れ
が
拒
否
さ
れ
る
と
彼
に
対
す
る
訴
訟
を
起
こ
し
、
傲
岸
公
が
裁
判
に
欠
席
し

た
こ
と
を
理
由
に
、
彼
を
誠
実
義
務
違
反
と
し
、
両
大
公
領
を
没
収
し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
傲
岸
公
は
両
大
公
領
の
返
還
を
求
め
て
行
動
を
起
こ
す
が
、
ま
も
な
く

死
去
し
、
ザ
ク
セ
ン
大
公
領
に
関
し
て
は
、
彼
の
息
子
ハ
イ
ン
リ
ヒ
獅
子
公
が
国

王
と
争
い
、
バ
イ
エ
ル
ン
大
公
領
で
は
、
傲
岸
公
の
弟
ヴ
ェ
ル
フ
六
世
が
国
王
と

争
っ
た
。
ザ
ク
セ
ン
に
お
い
て
勝
利
を
収
め
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
獅
子
公
は
、
次
に
バ

イ
エ
ル
ン
大
公
領
に
対
す
る
要
求
を
行
な
い
、
事
態
を
収
拾
し
よ
う
と
し
た
国
王

コ
ソ
ラ
ー
ト
三
世
は
＝
四
二
年
に
ハ
イ
ン
リ
ヒ
獅
子
公
と
次
の
よ
う
な
和
解
に

い
た
っ
た
。
コ
ン
ラ
ー
ト
は
獅
子
公
に
ザ
ク
セ
ン
大
公
位
を
認
め
る
代
わ
り
に
、

獅
子
公
の
母
で
あ
る
ゲ
ル
ト
ル
ー
ト
と
「
バ
ー
ベ
ソ
ベ
ル
ガ
ー
」
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ

と
の
結
婚
を
成
立
さ
せ
、
獅
子
公
の
バ
イ
エ
ル
ン
大
公
領
の
要
求
を
取
下
げ
さ
せ

た
。
し
か
し
、
こ
の
和
解
に
関
係
な
く
ヴ
ェ
ル
フ
六
世
は
、
依
然
と
し
て
バ
イ
エ

ル
ン
大
公
領
に
対
す
る
要
求
を
続
け
て
い
た
。
コ
ン
ラ
ー
ト
三
世
は
十
字
軍
遠
征

中
に
、
ヴ
ェ
ル
フ
六
世
と
和
解
を
試
み
る
が
、
ヴ
ェ
ル
フ
六
書
は
そ
れ
を
拒
否
し
、

シ
チ
リ
ア
国
王
の
援
助
を
受
け
て
、
コ
ソ
ラ
ー
ト
三
世
と
戦
う
が
敗
れ
た
。
そ
し

て
両
者
に
と
っ
て
甥
に
あ
た
る
シ
ュ
ヴ
ァ
：
ベ
ソ
大
公
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
バ
ル
バ

ロ
ッ
サ
の
仲
裁
に
よ
っ
て
、
国
王
と
ヴ
ェ
ル
フ
二
世
は
和
解
し
た
。
そ
の
一
方
で
、

ハ
イ
ン
リ
ヒ
獅
子
公
は
母
ゲ
ル
ト
ル
ー
ト
の
死
に
よ
っ
て
一
一
四
二
年
春
和
解
が

無
効
に
な
っ
た
と
し
て
、
バ
イ
エ
ル
ン
大
公
領
に
対
す
る
要
求
を
再
び
掲
げ
た
が
、

こ
の
問
題
が
未
解
決
の
ま
ま
、
　
一
］
五
二
年
に
コ
ソ
ラ
ー
ト
三
世
が
死
去
し
、
甥

で
あ
る
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
（
位
＝
五
二
～
＝
九
〇
）
が
国
王

に
選
ば
れ
た
。
国
王
と
な
っ
た
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
は
こ
の
問
題
に
着
手
し
、
獅
子
公

に
バ
イ
エ
ル
ン
大
公
領
を
与
え
た
。
そ
し
て
、
ヴ
ェ
ル
フ
六
世
に
は
ス
ポ
レ
ト
大

公
領
を
は
じ
め
と
す
る
イ
タ
リ
ア
の
レ
：
ソ
を
与
え
、
　
「
バ
ー
ベ
ソ
ベ
ル
ガ
ー
」

の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
に
対
し
て
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
辺
境
伯
領
か
ら
大
公
領
に
昇
格

さ
せ
、
そ
の
上
小
特
許
状
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
バ
イ
エ
ル
ン
大
公
領
を
め

ぐ
る
争
い
の
解
決
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
コ
ソ
ラ
ー
ト
三
世
の
統
治
期
に
お
い
て
、
ヴ
ェ
ル
フ
六
世
は

バ
イ
エ
ル
ン
大
公
領
を
自
分
に
対
し
て
要
求
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
史
料

、
躍
尉
8
鼠
帥
芝
①
罵
。
羅
睡
、
．
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
（
三
）
で
詳
し

く
述
べ
る
が
、
従
来
の
研
究
で
は
、
ヴ
ェ
ル
フ
六
世
は
「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
」
の
た

め
に
バ
イ
エ
ル
ン
大
公
領
を
要
求
し
、
国
王
と
戦
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
見

解
は
他
の
史
料
の
使
用
と
と
も
に
、
　
．
調
幽
ω
8
円
置
芝
①
蹟
。
玉
筆
、
．
を
批
判
的
に
解

釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
出
さ
れ
て
き
た
。
著
者
は
、
こ
の
見
解
の
根
拠
と
な
っ
て

い
る
史
料
解
釈
自
体
が
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
」
と
「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
」
の
対
立
を

前
提
と
し
て
お
り
、
こ
の
問
題
の
解
明
に
は
ま
ず
、
こ
の
対
立
の
枠
組
み
そ
の
も

の
を
外
す
必
要
が
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
の
た
め
、
同
時
代
人
の
意
識
の
中
に
こ
の
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よ
う
な
対
立
の
図
式
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
検
討
し
た
。

二
　
『
シ
凱
タ
ウ
フ
ァ
ー
」
と
「
ヴ
置
ル
フ
置
ン
』
三
時
代
人
の
理
解

　
著
者
は
、
家
門
史
研
究
の
成
果
を
用
い
て
、
十
二
世
紀
の
「
シ
ュ
タ
ゥ
フ
ァ
i
」

と
「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
」
の
個
々
の
構
成
員
に
つ
い
て
同
時
代
人
が
ど
の
よ
う
な
家

門
の
共
同
意
識
を
も
っ
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
家
門
の
構
成
員
の

対
立
を
問
題
と
し
て
い
た
の
か
を
以
下
の
よ
う
に
考
察
し
て
い
る
。
　
「
シ
ュ
タ
ウ

フ
ァ
ー
」
と
い
う
家
門
意
識
は
十
三
世
紀
に
な
っ
て
用
い
ら
れ
た
。
十
二
世
紀
の

史
料
に
使
わ
れ
て
い
た
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
の
」
　
（
働
①
ω
8
信
噸
ぽ
⇔
気
。
切

ω
油
鼠
興
）
と
い
う
表
現
は
家
門
で
は
な
く
、
付
加
名
と
し
て
、
出
身
地
を
表
す
言

葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
コ
ソ
ラ
ー
ト
三
世
の
息
子
の
大
公
フ
リ
ー

ド
リ
ヒ
四
世
が
「
ロ
ー
テ
ソ
ブ
ル
ク
の
」
（
く
。
二
男
。
難
①
⇔
げ
霞
㈹
）
と
い
う
付
加
名

で
、
よ
り
多
く
史
料
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
十
二
世
紀
に
お
い
て
、
付
加
名
は

家
門
を
表
す
名
称
と
し
て
ま
だ
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
。
　
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
i
」

の
家
門
意
識
は
、
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
。
フ
ラ
イ
ジ
ソ
グ
の
．
O
①
ω
冨
凶
器
伽
①
1

受
贈
、
、
に
お
い
て
『
出
①
嵩
物
9
島
Φ
σ
q
爵
①
陣
竃
留
⇔
σ
Q
餌
の
子
孫
』
と
し
て
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
コ
ソ
ラ
！
ト
三
世
の
母
で
あ
る
国
王
ハ
イ
ン
リ
ヒ
早
世
の
娘
ア
グ
ネ

ス
を
通
じ
て
、
　
「
ザ
ー
リ
ア
ー
」
の
血
統
を
継
い
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
Q

コ
ソ
ラ
ー
ト
三
世
と
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
は
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
」

の
男
系
の
意
識
を
全
く
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
が
、
国
王
証
書
に
お
い

て
「
ザ
ー
リ
ア
ー
」
の
諸
皇
帝
、
特
に
ハ
イ
ン
リ
ヒ
四
号
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
五
号
と

の
血
縁
関
係
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
お
り
、
ア
グ
ネ
ス
を
通
じ
て
の
「
ザ
ー
リ
ア
ー
」

の
構
成
員
で
あ
る
こ
と
を
重
要
視
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
理
解
は
、
そ
れ
以
外

の
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
」
の
構
成
員
の
意
識
と
異
な
っ
て
い
た
。
大
公
フ
リ
ー
ド

リ
ヒ
四
三
は
彼
の
証
書
に
お
い
て
、
コ
ソ
ラ
：
ト
三
世
の
息
子
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
が
、
　
「
ザ
！
リ
ア
i
」
と
の
関
係
を
示
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
コ
ソ
ラ
ー

ト
三
世
と
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
の
家
門
意
識
も
異
な
っ
て
お
り
、
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
は
国

王
選
出
に
お
い
て
、
　
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
」
と
「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
」
の
血
を
引
く

ゆ
え
に
国
王
に
な
っ
た
こ
と
を
正
当
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
　
「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ

ソ
」
の
構
成
員
で
あ
る
こ
と
も
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
」

の
な
か
で
、
家
門
意
識
は
異
な
っ
て
い
た
。
　
一
方
、
　
「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ン
」
に
つ
い

て
見
る
と
、
名
称
と
し
て
の
「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
」
は
す
で
に
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・

フ
ラ
イ
ジ
ソ
グ
の
．
O
①
ω
富
閃
お
飢
①
謡
鼠
、
、
に
お
い
て
O
露
Φ
置
q
①
》
罷
。
騒
○
も
し

く
は
感
電
平
氏
O
に
①
罵
○
難
欝
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
　
「
ヴ
ェ
ル

フ
ェ
ソ
」
に
つ
い
て
述
べ
た
十
二
世
紀
の
史
料
監
O
①
⇔
①
巴
。
σ
q
猷
≦
①
賦
。
語
欝
、
、

瞭
調
騨
8
臨
鋤
≦
①
螺
。
『
蝦
罠
．
。
決
》
爵
爵
位
尉
＄
ω
帥
図
。
．
。
な
ど
に
お
い
て
、
　
「
ヴ
ェ
ル

フ
ェ
ソ
」
は
家
門
を
示
す
名
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
十
二
世
紀

の
史
料
で
あ
る
『
ヴ
ァ
イ
ソ
ガ
ル
デ
ソ
の
皇
帝
年
代
記
』
に
お
い
て
、
　
「
ヴ
ェ
ル

フ
ェ
ソ
」
は
ヴ
ェ
ル
フ
六
世
の
死
に
よ
っ
て
断
絶
し
て
お
り
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
獅
子

公
は
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
十
二
世
紀
に
は
「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ

ン
」
は
家
門
の
名
称
と
し
て
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
用
い
ら
れ
た
と
し
て

も
、
今
日
の
「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
」
の
構
成
員
を
全
て
包
括
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ

れ
は
十
二
世
紀
の
「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
」
の
家
門
意
識
が
今
日
の
そ
れ
と
異
な
っ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ヴ
ェ
ル
フ
六
世
の
宮
廷
で
編
纂
さ
れ
た
決
閣
置
8
臥
帥

≦
①
開
。
羅
語
、
．
で
は
、
獅
子
公
が
こ
の
「
族
の
中
に
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
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史
料
は
、
も
と
も
と
『
ア
ル
ト
ド
ル
フ
の
年
代
記
』
と
名
付
け
ら
れ
て
お
り
、

「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
」
の
所
領
ア
ル
ト
ド
ル
フ
の
歴
史
を
示
し
て
お
り
、
ヴ
ェ
ル
フ

六
世
と
そ
の
祖
先
は
「
ア
ル
ト
ド
ル
フ
ァ
：
」
と
し
て
現
れ
る
。
し
か
し
、
　
「
ア

ル
ト
ド
ル
フ
ァ
ー
」
と
な
ら
な
か
っ
た
獅
子
公
は
、
こ
の
家
門
の
構
成
員
と
見
な

さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
十
二
世
紀
の
ザ
ク
セ
ン
の
「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
」

の
家
門
意
識
を
表
す
史
料
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
『
ザ
ク
セ
ン
の
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
史

料
』
と
．
》
⇔
置
跳
騨
欝
ω
麩
。
、
．
が
あ
る
が
こ
の
中
で
は
ヴ
ェ
ル
フ
六
二
は
ほ
と
ん

ど
現
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
傲
岸
公
と
獅
子
公
の
家
門
意
識

を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
中
で
は
女
系
を
通
じ
て
、
彼
ら
と
ザ
ク
セ
ン
貴
族
の
関

係
、
特
に
国
王
で
あ
っ
た
ロ
タ
ー
ル
三
世
と
、
か
つ
て
の
ザ
ク
セ
ン
大
公
「
ビ
ル

ソ
ガ
ー
」
と
の
血
縁
関
係
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
南
ド
イ
ツ
の
「
ヴ
ェ

ル
フ
ェ
ソ
」
の
先
祖
に
つ
い
て
の
記
述
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
十
二
世
紀
に
お
い
て
、
ヴ
ェ
ル
フ
六
世
と
獅
子
公
の
間
で
か
な
り
家
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ね

意
識
が
異
な
っ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
　
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
」
と
「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
」
の
例
か
ら
、
十

二
世
紀
に
お
い
て
家
門
は
ま
だ
は
っ
き
り
と
確
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
時
々
の

状
況
に
お
い
て
、
特
に
政
治
的
な
関
連
に
よ
っ
て
家
門
の
理
解
が
変
化
す
る
可
能

性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
著
者
は
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
オ
ッ
ト
ー
・
エ
ク
ス

レ
の
言
葉
を
用
い
て
、
　
「
家
門
が
精
神
的
な
現
象
で
あ
り
、
実
在
す
る
も
の
で
は

な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
」

と
「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
家
門
と
し
て
み
な
し
、
家
門
の
団

体
意
識
や
そ
の
構
成
員
の
共
同
作
業
が
す
で
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
じ
こ
と
が
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
」

と
「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
」
の
関
係
に
も
当
て
は
ま
る
。
　
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
」
と

「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
」
を
今
日
的
な
意
味
で
の
家
門
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
同
時
代
人
の
こ
の
理
解
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
ず
そ
の
代
表

的
な
も
の
と
し
て
、
オ
ッ
ト
ー
。
フ
ォ
ン
・
フ
ラ
イ
ジ
ソ
グ
の
．
O
①
ω
富

岡
お
鳥
①
甑
9
、
。
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
叙
述
で
は
、
ロ
タ
ー
ル
三
世
の
即
位
か
ら
始

ま
る
コ
ソ
ラ
ー
ト
三
世
の
死
去
ま
で
の
問
の
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
i
」
と
「
ヴ
ェ
ル

フ
ェ
ソ
」
の
争
い
を
オ
ッ
ト
ー
は
強
調
し
て
描
い
て
い
る
が
、
オ
ッ
ト
ー
に
と
っ

て
重
要
な
事
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
の
国
王
即
位
の
重
要
性
を
意
義

付
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
i
」
と
「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ

ソ
」
の
対
立
は
、
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
の
即
位
に
よ
っ
て
終
わ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ラ
イ
ジ
ソ
グ
の
叙
述
を
用
い
て
、
十
二
世
紀
終
り
頃
の

年
代
記
著
者
で
あ
る
ゴ
ッ
ト
ブ
リ
：
ト
・
フ
ォ
ン
・
ビ
テ
ル
ポ
は
こ
の
出
立
を
ハ

イ
ン
リ
ヒ
獅
子
面
が
失
脚
し
た
理
由
と
し
て
用
い
て
叙
述
し
た
。
そ
れ
故
に
、
彼

は
獅
子
公
を
国
王
に
対
す
る
潜
在
的
な
敵
対
者
と
し
て
理
解
し
た
。
そ
し
て
同
様

に
、
十
二
世
紀
終
り
頃
の
年
代
記
著
者
で
あ
る
ブ
ル
カ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ウ
ル
ス

ベ
ル
ク
は
、
一
一
九
八
年
の
シ
ュ
ヴ
ァ
：
ペ
ソ
大
公
フ
ィ
リ
ッ
プ
と
オ
ッ
ト
ー
四

面
の
二
重
選
挙
の
前
史
と
し
て
、
こ
の
対
立
を
用
い
、
十
二
世
紀
を
二
つ
の
王
家

の
王
位
を
巡
る
争
い
と
し
て
叙
述
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
三
者
の
叙
述
は
同
時
代
人

に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
彼
等
の
現
在
の
政
治
状
況
を
考
慮
し
つ
つ
、

過
去
を
見
て
い
る
た
め
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
：
」
と
「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
」
の
↓
連
の

争
い
が
叙
述
の
中
心
と
な
っ
た
。
こ
の
ほ
ぼ
同
時
代
の
歴
史
家
の
視
点
に
よ
っ
て

造
り
出
さ
れ
た
対
立
の
図
式
が
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
た
結
果
、
十
二
世
紀
が
こ

の
図
式
で
理
解
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
両
家
の
協
調
の
時
期
は
例
外
と
し
て
扱
わ
れ
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て
き
た
。
こ
の
こ
と
が
十
二
世
紀
の
問
題
の
一
部
の
解
明
を
困
難
な
も
の
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
著
者
は
ヴ
ェ
ル
フ
六
世
の
問
題
に
つ
い
て
、
こ
の
対

立
の
枠
組
み
を
用
い
ず
に
、
別
の
視
点
か
ら
新
た
に
考
察
を
行
っ
た
。

三
　
ヴ
x
ル
フ
三
世
の
問
題
の
解
明

　
従
来
の
研
究
に
よ
っ
て
ハ
イ
ン
リ
ヒ
傲
岸
公
の
死
後
の
ヴ
ェ
ル
フ
六
畜
の
行
動

の
政
治
目
的
は
、
二
通
り
に
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
一
つ
は
、
ヴ
ェ
ル
フ
六
世

が
ハ
イ
ン
リ
ヒ
獅
子
公
を
「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
」
の
伝
統
の
継
承
者
で
あ
る
と
み
な

し
、
自
ら
は
、
　
「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
」
の
代
表
者
と
し
て
バ
イ
エ
ル
ン
大
公
領
を
要

求
し
、
　
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
」
そ
し
て
「
バ
ー
ベ
ソ
ベ
ル
ガ
ー
」
と
争
っ
た
と
い

う
解
釈
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
に
お
い
て
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
獅
子
公
と
ヴ
ェ
ル
フ
六
甲

の
思
惑
は
「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
」
の
た
め
に
バ
イ
エ
ル
ン
大
公
領
を
要
求
す
る
事
で

一
致
し
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
が
バ
イ
エ
ル
ン
大
公
に
な
る
か
と
い
う
点
に
は
ふ
れ

て
お
ら
ず
、
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
家
の
た
め
と
、
曖
昧
な
ま
ま
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
こ
の
解
釈
が
十
八
世
紀
の
王
侯
家
の
歴
史
叙
述
で
あ
る
、
O
鼠
臓
臣
①
ω
0
9
①
開

國
8
①
、
、
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
時
代
の
家
門
意
識
に
即
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
著
者
は
、
十
二
世
紀
に
お
い
て
は
官
職
の
権
利
が
家
族
で
は
な
く
個
人
に

帰
す
る
た
め
、
こ
の
解
釈
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ヴ
ェ

ル
フ
六
世
の
個
人
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
カ
リ
ン
・
フ
ェ
ル
ト
マ
ソ
は
こ
の
解

釈
を
修
正
し
て
、
一
一
四
二
年
の
和
解
は
コ
ソ
ラ
ー
ト
三
世
に
よ
る
ハ
イ
ン
リ
ヒ

獅
子
公
の
母
を
利
用
し
た
レ
ー
ン
後
見
の
濫
用
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
ヴ
ェ
ル

フ
当
世
は
獅
子
公
の
後
見
人
と
な
り
、
　
「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
」
の
代
表
者
と
し
て
戦
っ

た
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
著
者
は
、
ヴ
ェ
ル
フ
上
世
の
獅
子
公
の
後
見
人
と
し

て
の
行
動
が
史
料
に
表
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
上
フ
ェ
ル
ト
マ
ン
の
根
拠
と
し
て
い

る
「
獅
子
公
が
こ
の
時
十
三
才
で
あ
っ
た
」
と
い
う
見
解
は
近
年
の
研
究
で
否
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
著
者
は
こ
の
解
釈
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
。

二
つ
め
の
解
釈
は
、
ヴ
ェ
ル
フ
六
三
が
バ
イ
エ
ル
ン
大
公
領
を
当
初
は
「
ヴ
ェ
ル

フ
ェ
ソ
」
の
た
め
に
要
求
し
て
い
た
が
、
＝
四
二
年
に
ハ
イ
ン
リ
ヒ
獅
子
公
が

和
解
に
よ
っ
て
そ
の
獲
得
を
断
念
し
た
後
に
、
改
め
て
自
分
に
対
し
て
要
求
し
た

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ラ
イ
ジ
ソ
グ
の
『
年

代
記
』
の
叙
述
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
、
一
八
三
五
年
に

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ル
ー
デ
ソ
は
、
史
料
、
藁
ω
8
凱
ρ
・
≦
Φ
駅
。
霊
彊
．
に
よ
れ
ば
、
　
↓

　
四
二
年
夏
前
か
ら
ヴ
ェ
ル
フ
六
世
は
バ
イ
エ
ル
ン
大
公
領
を
自
分
に
対
し
て
要

求
し
て
お
り
、
獅
子
公
と
は
別
々
の
行
動
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
叙
述
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
解
釈
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
こ
の

解
釈
の
支
持
者
は
、
霞
。
・
8
臨
p
。
芝
①
開
。
欝
罷
．
。
の
作
者
は
無
名
の
修
道
士
で
あ
り
、

『
年
代
記
』
よ
り
も
報
告
が
誤
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
、
と
い
う
点
か
ら
反
論

を
行
い
、
支
持
を
え
て
き
た
。
し
か
し
、
著
者
は
、
　
．
麟
討
樽
。
鼠
鋤
≦
①
開
。
霊
ヨ
、
．

の
作
者
が
近
年
の
研
究
か
ら
ヴ
ェ
ル
フ
六
世
の
宮
廷
司
祭
で
あ
る
可
能
性
が
高
い

こ
と
、
そ
の
内
容
か
ら
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ラ
イ
ジ
ソ
グ
の
『
年
代
記
』
の

叙
述
に
自
分
の
知
っ
て
い
る
こ
と
を
補
足
し
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
作
者
の

誤
り
と
一
概
に
批
判
で
き
ず
、
そ
の
た
め
こ
の
解
釈
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
し

　
　
　
　
ね

て
い
る
。
著
者
は
ヴ
ェ
ル
フ
六
世
の
行
動
に
つ
い
て
の
問
題
を
、
こ
の
二
つ
の
解

釈
の
問
題
の
原
因
が
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
」
と
「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
」
の
対
立
の
枠

組
み
の
な
か
で
考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
と
考
察
す
る
。
こ
の
枠
組
み
は
（
二
）

一73一



西洋史論集

で
見
た
よ
う
に
、
同
時
代
の
特
殊
な
考
え
方
で
あ
り
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
当
て

は
ま
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
著
者
は
別
の
枠
組
み
を
用
い
て
こ
の
問
題
の
解
明
を
試

み
る
。
著
者
は
こ
の
問
題
を
ヴ
ェ
ル
フ
六
気
が
一
諸
候
と
し
て
国
王
コ
ソ
ラ
！
ト

三
世
に
法
的
要
求
を
行
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
国
王
と
諸
侯
の
関
係
の
枠
組
み
で
考

え
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
特
に
兄
の
死
後
、
国
王
に
大
公
の
地
位
を
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
ヴ
ェ
ル
フ
六
世
に
と
っ
て
、
地
位
の
低
下
は
重
大
な
問
題
で
あ
っ

た
。
ヴ
ェ
ル
フ
六
世
は
南
ド
イ
ツ
に
お
け
る
自
己
の
領
国
政
策
の
た
め
に
、
大
公

か
大
公
類
似
の
地
位
が
必
要
で
あ
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
こ
の
問
題
は
帝
国
内
で
の

地
位
を
巡
る
争
い
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
獅
子
公
は
バ
イ
エ
ル
ン
に
お
い
て
は

競
争
相
手
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
傲
岸
公
に
対
す
る
バ
イ
エ
ル

ン
大
公
領
の
没
収
の
判
決
に
対
す
る
態
度
に
も
現
れ
て
い
る
。
獅
子
公
は
、
こ
の

判
決
の
無
効
を
訴
え
る
こ
と
で
バ
イ
エ
ル
ン
大
公
領
の
所
有
を
主
張
し
た
。
し
か

し
、
ヴ
ェ
ル
フ
六
世
は
こ
の
判
決
を
認
め
、
没
収
さ
れ
た
レ
ー
ン
が
子
で
は
な
く
、

男
系
の
親
族
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
そ
の
所
有
を
主
張
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
に
も
、
ヴ
ェ
ル
フ
六
世
の
行
動
が
家
門
の
た
め
で
な
く
、
自
己

の
た
め
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
表
れ
て
い
る
と
著
者
は
述
べ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
著
者
は
、
ヴ
ェ
ル
フ
六
世
の
行
動
を
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
i
」
と

「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ン
」
の
対
立
の
枠
組
み
で
見
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら

か
に
し
、
さ
ら
に
十
二
世
紀
の
政
治
的
事
象
に
対
し
て
も
当
て
は
ま
る
の
か
を
本

書
で
検
討
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
例
の
一
つ
と
し
て
、
　
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
」

と
「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
」
の
関
係
が
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
ブ
リ
：
ド
リ
ヒ
・
バ
ル

バ
ロ
ッ
サ
の
国
王
選
出
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
一
九
六
〇
年
代
ま
で

の
研
究
で
は
、
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
が
国
王
選
挙
の
際
に
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
獅
子
公
と
ヴ
ェ

ル
フ
六
世
、
そ
し
て
「
ツ
ェ
ー
リ
ソ
ガ
：
」
の
べ
ル
ト
ル
ト
二
世
と
選
挙
協
約
を

結
び
、
投
票
す
る
代
わ
り
に
政
治
的
譲
歩
を
与
え
た
と
い
う
解
釈
で
一
致
し
て
い

た
。
こ
の
こ
と
は
国
王
証
書
と
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ラ
イ
ジ
ン
グ
の
．
O
①
。
。
富

騨
①
島
①
鼠
。
圃
、
．
に
お
い
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
一
九
七
一

年
に
オ
デ
ィ
ロ
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ラ
イ
ジ
ソ
グ
の
報

告
を
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
：
」
の
理
念
の
産
物
で
あ
る
と
し
て
退
け
、
ジ
ル
ベ
ー
ル
・

ド
・
モ
ソ
ス
の
『
年
代
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
の
選
出
に
批
判
的

な
史
料
に
基
づ
い
て
、
新
た
な
解
釈
を
打
ち
出
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
一
五

二
年
の
国
王
選
挙
の
際
に
、
獅
子
公
を
は
じ
め
と
し
て
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
の
対
立
候

補
が
い
た
が
、
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
は
様
々
な
駆
け
引
き
に
よ
っ
て
国
王
に
選
出
さ
れ

た
。
し
か
し
著
者
は
、
こ
の
問
題
は
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
派
の
史
料
を
用
い
る
か
、

反
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
：
派
の
史
料
を
用
い
る
か
の
選
択
の
問
題
で
は
な
く
、
従
来
の

解
釈
も
、
オ
デ
ィ
ロ
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
解
釈
も
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
」
と
「
ヴ
ェ

ル
フ
ェ
ソ
」
の
対
立
の
枠
組
み
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
問
題
は
別
の
枠
組
み

に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
著
者
は
選
挙
協
約
の
問
題
を
再
検
討
し
て
い
る
。

選
挙
協
約
は
確
か
に
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
と
ベ
ル
ト
ル
ト
四
世
と
の
問
に
結
ば
れ
た
。

こ
の
こ
と
は
史
料
で
確
認
で
き
る
が
、
こ
れ
は
両
者
が
国
王
選
挙
の
前
に
争
っ
て

お
り
、
そ
の
た
め
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
が
政
治
的
に
譲
歩
し
た
結
果
と
し
て
結
ば
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
。
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
と
「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ン
」
の
間
に
対
立
が
あ
っ
た

こ
と
を
前
提
と
し
た
推
測
に
よ
っ
て
、
従
来
の
研
究
で
は
「
ツ
ェ
ー
リ
ソ
ガ
！
」

と
同
様
に
選
挙
協
約
が
結
ば
れ
た
と
考
え
た
。
し
か
し
、
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
と
獅
子

公
、
ヴ
ェ
ル
フ
六
世
と
の
間
に
選
挙
協
約
が
結
ば
れ
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
な
く
、

著
者
は
、
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
が
母
を
通
じ
て
獅
子
公
と
ヴ
ェ
ル
フ
六
世
と
親
族
関
係
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介紹

に
あ
っ
た
こ
と
と
、
コ
ソ
ラ
ー
ト
三
世
の
時
代
の
こ
の
三
者
の
関
係
に
注
目
す
べ

き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ヴ
ェ
ル
フ
六
世
は
バ
イ
エ
ル
ン
を
巡
る
争
い
で
国
王

に
敗
北
し
て
お
り
、
そ
の
競
争
相
手
で
あ
っ
た
獅
子
公
が
王
に
即
位
す
る
こ
と
を

望
ん
で
お
ら
ず
、
国
王
と
の
仲
裁
を
行
っ
て
く
れ
た
甥
で
あ
る
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
が

王
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
そ
し
て
、
獅
子
公
は
、
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
が
叔
父

で
あ
る
「
バ
ー
ベ
ソ
ベ
ル
ガ
ー
」
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
よ
り
も
「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ン
」
と

の
つ
な
が
り
の
ほ
う
が
深
か
っ
た
た
め
、
彼
の
バ
イ
エ
ル
ン
の
要
求
を
支
持
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
の
王
位
を
支
持
し
て
い
た
。
バ
ル
バ

ロ
ッ
サ
は
国
王
に
な
る
と
、
ヴ
ェ
ル
フ
六
世
に
大
公
の
地
位
と
イ
タ
リ
ア
の
レ
ー

ン
を
与
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
獅
子
公
に
バ
イ
エ
ル
ン
大
公
領
を
与
え
た
。
著
者

は
こ
の
行
為
を
選
挙
協
約
と
し
て
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、
血
縁
者
を
帝
国
の
要

職
に
つ
け
る
政
策
の
枠
組
み
の
な
か
で
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ

の
枠
組
み
の
中
で
、
バ
イ
エ
ル
ン
を
失
う
こ
と
に
な
る
「
バ
ー
ベ
ソ
ベ
ル
ガ
ー
」

の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
に
対
し
、
オ
：
ス
ト
リ
ア
の
大
公
領
昇
格
が
行
な
わ
れ
る
の
で
あ

ロ
　
　
る
Q

　
以
上
の
よ
う
に
著
者
は
、
ロ
タ
ー
ル
三
世
と
コ
ソ
ラ
ー
ト
三
世
に
関
す
る
人
物

史
研
究
と
家
門
史
研
究
の
成
果
を
用
い
、
　
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
」
と
「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ

ソ
」
の
対
立
の
枠
組
み
の
な
か
で
見
て
い
た
従
来
の
十
二
世
紀
の
研
究
に
対
し
て
、

こ
の
枠
組
み
で
見
る
こ
と
を
否
定
し
、
今
ま
で
の
研
究
の
蓄
積
の
上
に
た
っ
て
同

時
代
の
視
点
に
基
づ
い
た
十
二
世
紀
の
国
制
の
新
た
な
見
解
を
提
示
し
た
。
そ
れ

に
よ
っ
て
、
著
者
は
、
こ
れ
か
ら
十
二
世
紀
を
見
る
と
き
に
は
、
こ
の
対
立
の
枠

組
み
に
、
十
分
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
た
と
い
え
よ
う
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
ロ
タ
ー
ル
三
世
と
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
！
」
の
争
い
、
コ
ソ
ラ
：
ト

三
世
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
傲
岸
公
の
争
い
、
ヴ
ェ
ル
フ
六
世
の
バ
イ
エ
ル
ン
を
巡
る
争

い
、
コ
ソ
ラ
ー
ト
三
世
の
統
治
期
の
大
公
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
三
世
の
政
策
、
ア
レ

ク
サ
ン
デ
ル
の
シ
ス
マ
の
際
の
ヴ
ェ
ル
フ
六
世
の
教
皇
へ
の
荷
担
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ

獅
子
公
の
失
脚
は
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
」
と
「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
」
の
対
立
を
原
因

と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
原
因
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の

対
立
の
枠
組
み
を
安
易
に
あ
て
は
め
る
べ
き
で
は
な
く
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
こ
の
対

立
の
枠
組
み
を
前
提
と
し
て
こ
れ
ら
の
事
件
を
見
る
と
誤
っ
た
理
解
を
も
た
ら
す

恐
れ
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
今
後
こ
の
時
代
の
研
究
に
、
彼
の
研
究
の
成
果
が
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
か
、
そ
れ
に
注
目
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
歴
史
家
は
同
時
代
人
に
比
べ
、
多
く
の
情
報
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
歴

史
的
結
果
か
ら
そ
の
時
代
を
判
断
し
た
り
、
そ
の
時
代
に
は
な
い
考
え
方
を
持
ち

込
ん
で
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。
そ
の
た
め
同
時
代
の
概
念
、
同
時
代
の
史
料
の
枠

組
み
で
そ
の
時
代
を
見
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
　
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
！
」

と
「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
」
の
対
立
の
枠
組
み
は
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
肥
料
か
ら
の
も
の

で
あ
り
、
こ
の
時
代
の
解
明
が
明
快
な
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
用
い
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
こ
れ
は
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
歴
史
家
の
視
点
で
あ
り
、
同
時
代
に
は
な
い
見

方
も
も
ち
こ
ん
だ
た
め
に
、
こ
の
時
代
の
問
題
を
理
解
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

歴
史
家
の
視
点
と
同
時
代
人
の
視
点
の
区
別
、
こ
の
こ
と
が
著
者
の
強
調
し
た
い

点
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

註

（
1
）
本
書
は
著
者
へ
ー
ヒ
ペ
ル
ガ
！
が
一
九
九
四
年
に
パ
ッ
サ
ウ
大
学
に
博
士
論
文
と
し
て
提

　
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
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（
2
）
団
㈹
自
b
り
。
。
・
ぎ
坤
ω
欝
鼠
鶏
§
伍
≦
Φ
幕
臣
貯
鳥
興
圃
Φ
⑩
凶
①
円
農
㈹
ω
N
①
詳
圏
。
寓
魯

　
竈
こ
ぎ
”
〉
『
o
蟹
く
隷
騰
図
巳
脅
偉
『
σ
q
①
。
・
o
課
。
馨
①
刈
O
狙
O
Q
o
o
o
噛
ω
．
ω
困
ω
．
ボ
ー
シ
ョ
フ
は
へ
ー
ヒ

　
ベ
ル
ガ
ー
の
博
士
論
文
の
指
導
教
官
で
あ
っ
た
。

（
3
）
こ
の
見
解
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
H
：
・
・
ッ
タ
イ
ス
、
H
・
リ
：
ペ
リ
ッ
ヒ
著
、
世

　
良
晃
志
郎
訳
『
ド
イ
ツ
法
制
史
概
説
』
創
文
社
、
　
一
九
七
一
年
、
一
九
八
頁
か
ら
二
〇
〇
頁

　
を
あ
げ
て
お
く
。

（
4
）
穿
磐
欝
山
8
無
ω
畠
ヨ
p
一
①
卜
◎
静
母
麗
．
爵
島
即
陣
＆
『
貯
7
國
．
器
隅
α
罠
σ
q
①
§
伍

　
図
¢
。
圃
。
。
①
び
貯
”
噂
円
。
窪
Φ
ヨ
①
島
①
。
。
冨
．
冨
ぽ
『
寛
偉
臣
曾
講
。
・
（
＜
o
瞬
贔
㈹
①
億
臣
鳥
哨
◎
誘
。
即
¢
臣
伽
Q
①
臣

　
o
d
島
．
爲
）
諭
『
紹
．
＜
幽
図
。
田
欝
跨
N
段
》
唇
魚
誘
町
①
営
噛
貯
憲
韓
①
置
犀
禽
贈
。
評
①
Φ
ω
。
。
o
猷
。
野
P

　
ω
碍
B
母
言
σ
Q
①
臣
レ
霧
Q
Q
．

（
5
）
こ
の
た
め
、
「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
！
」
と
「
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
」
の
よ
う
に
「
」
で
示
し
た

　
家
門
名
は
今
日
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。

（
6
）
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
の
家
門
に
つ
い
て
は
西
川
洋
一
「
初
期
シ
ュ
タ
ウ
フ
ァ
ー
王
権
に
お
け

　
る
家
門
意
識
の
形
成
過
程
」
国
家
学
会
編
『
国
家
と
市
民
』
有
斐
閣
、
　
一
九
九
二
年
、
が
あ

　
る
。
（
7
）
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
の
家
門
に
つ
い
て
は
桑
野
聡
「
ザ
ク
セ
ン
に
お
け
る
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
の
家

　
系
意
識
の
形
成
」
　
『
西
洋
史
学
』
　
一
七
九
、
　
一
九
九
五
年
、
同
「
十
二
世
紀
貴
族
の
家
系
意

　
識
の
形
成
に
つ
い
て
」
　
『
東
海
史
学
』
二
六
、
一
九
九
一
年
、
早
川
良
弥
「
ザ
ク
セ
ン
に
お

　
け
る
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ソ
の
家
系
意
識
」
関
西
中
世
史
研
究
会
編
『
西
洋
中
世
の
秩
序
と
多
元
性
』

　
法
律
文
化
社
、
一
九
九
四
年
、
同
「
中
世
盛
期
ド
イ
ツ
貴
族
の
家
系
意
識
」
前
川
和
也
編
著

　
　
『
家
族
・
世
帯
・
家
門
－
工
業
化
以
前
の
世
界
か
ら
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
三
年
、

　
が
あ
る
。

（
8
）
　
．
譲
ω
8
凱
¢
・
≦
Φ
罵
。
鴨
ヨ
．
の
作
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
桑
野
聡
「
．
圃
凶
鴇
。
『
冨

　
≦
①
回
8
馨
、
の
成
立
に
関
す
る
諸
問
題
」
　
『
東
海
史
学
』
二
八
、
一
九
九
三
年
、
七
〇
頁
か

　
ら
七
六
頁
参
照
。

（
9
）
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
↓
世
の
国
王
選
出
の
経
緯
を
多
角
的
に
扱
っ
た
邦
語
文
献
と
し
て
、
山
本

　
伸
二
「
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
の
国
王
選
出
」
『
西
洋
史
学
』
一
六
二
、
一
九

　
九
二
年
、
が
あ
る
。
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